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Abstract 
In the first report， we described that there is the linearity betw臼 nimpact load and output 
voltage of the BaTi03 ceramic piezoeJectric eJement 
In this report， both of the reJations are cJari五edwhen the surrounding temperature is varied 
and when the static load previousJy is given to the BaTi03・ AJsowe try the analysis of relation 
between th巴 trasmissionsof stress wave 出ldpiezoelectric ァave. And also， the Jinearity is kept in 





















三つの装置についての実験を，それぞれ実験 1，Iおよび実験 IIとする。実験 Iでは温度
特性，実験Iでは静圧特性，実験 IIでは応力伝播波形を調べるための装置として改良した。












チタン酸ノミりウム磁蒋の衝撃に対する圧電特性 (第2報) 289 
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図-2 落鐙式衝撃試験機 (1) 図-3 落錘式伎撃試験機 (2)
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理論歪芸春 (μst)











































































































衝撃速度 (N I SEC) 










v = !.3~‘ 
-， -4 -:3 -2 -1 
静圧 →kg 





















である。但し，Eは弾性体の縦強性係数 [kg/m2]， rは単位体積重量 [kg/m3]， gは重力加速度
[m/s2Jである。そしてこの応力波は







よび伝播速度を Al>A2; El> E2; rl> r2; Cl> C2とし， 反射率を α，透過率を Pとしてあらわ
せば，この不連続面に到達した応力計は反射，透過後それぞれ
σ1=(σ*+ασ*) (6 ) 
(7 ) 、 (]2= sσ* 
となる。但し， α，sは次のようである。
α A2r2C2-Alι一企1E2!_2二色1Elr_l_ 
-A2r2C2+AljCI -A21 E2r2 +Aj1 E正 (8 ) 
P2AんC'2 2A内 E2r2- 一一-A2r2C2+AljCj -A21 E2r2 +A11 ElI (9 ) 
(8)， (9)式により， 反射， 透過率を計算し， 図式解法によってえられた磁器及びストレインゲ
ージ位置での応力を図-12を図に示す。 また実験 IIIによる波形を写真 1，2に示す。
このようにしてえられた応力波形と実験 IIIによりえた応力波形を比較すると，繰返し周
波数は 5KHz程度でよく 一致しているが， 細部についてはあまりよく一致していない。 しか


























Strain μst (12.5 mV/cm) 
BaTi03 V (556 V/cm) 
掃引速度 50μsec/div
Strainμst (6.3 mVfcm) 
BaTi03 V (222 Vfcm) 
(294) 
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